
2（240）

成長戦略としての
アドバンストソリューション

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
レ
ベ
ル
の
支
援
強
化

生産性及び
品質の向上

開発力及び
知財活動の強化

資材調達改善

営業・サービスの
強化

財務体質の
強化

人的資源の
有効活用

VI戦略

AD戦略

“強い事業をより強く”
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 ＊　IPM：Intelligent Power Module

VI戦略は，強い事業を更に強化し，確実な売上・利益拡大の実現を目指し，AD戦略は，市場優位性のある強い事業を核として，付加価値あ
るシステムソリューションによって事業拡大していくことを目指す。特に，AD戦略の推進には，各ビジネスユニットの枠を越えた全社的な協
力によって，総合力を発揮する必要があるため，成長戦略を全社横断で協議する場として“戦略事業協議会”を設置している。

成長戦略の推進：VI戦略とAD戦略

＊本社 経営企画室 副室長　＊＊本社 営業本部・戦略事業開発室長

巻頭論文

要　旨

バブル経済崩壊後の失われた10年を経て，日本経済は

徐々に競争力を取り戻しつつあるが，21世紀における厳し

いグローバル競争に打ち勝つには，自らの強みを知り，こ

れを徹底的に生かす戦略的な競争力強化が必要である。

三菱電機は，2003年度から“強い事業をより強く”する

VI（Victory）戦略と“強い事業を核としたソリューション

事業強化”を図るAD（Advance）戦略の２つの柱からなる

成長戦略を推進しているが，これら二つの戦略は，“総花

的でない総合電機メーカーのあり方”を模索する経営戦略

上の取り組みの一つである。

AD戦略では，複数のビジネスユニットの連携によって，

営業面，技術面の強みを組み合わせた“アドバンストソリ

ューション”を展開している。顧客ニーズや市場伸長率か

ら選ばれたいくつかのプロジェクトによって運営し，開発，

営業，販売促進等の全社支援も適用し，大きな伸びを示し

ている。

アドバンストソリューションとして，現在進めているプ

ロジェクトから，トータルセキュリティソリューション，

映像ソリューション，地球温暖化対策ソリューション，街

づくりソリューションを取り上げ，その背景とねらいにつ

いて述べる。
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